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 先にわれわれはシクロデキストリンがポリエチレングリコール（PEG）を取り込み、ポリ

ロタキサンを形成することを見いだし、報告した。今回、シクロデキストリンに PEG 鎖を

桂皮酸誘導体を介して結合し、PEG 鎖がシクロデキストリンに取り込まれるダイナミクスを

観察した。またそのポリマー末端にアゾベンゼンを有するポリマーを合成し、光を照射し、

異性化をさせた場合の変化について検討した。さらに抗体を用いた不斉触媒や高感度セン

サーの開発を行った。 

 
シクロデキストリンーポリマー錯体のダイナミクス 
 
シクロデキストリンに桂皮酸誘導体を介して PEG 鎖を結合することにより、桂皮酸部分は

シクロデキストリンの環内に自己包接し、それにともなって PEG 鎖も取り込まれる。この

系に競争ゲストであるアダマンタン誘導体を 0.5 当量添加すると、PEG 鎖がシクロデキスト

リンの環を出入りする様子を NMR で観測することができた。交換速度は NMR のタイムスケ

ールと同程度であるが、ポリマー鎖が長くなる程、交換速度は遅くなることがわかった。 

 
シクロデキストリンーポリマー錯体の光による制御 

  
先に述べたシクロデキ

ストリンの誘導体のポ

リマー鎖の末端にアゾ

ベンゼン基を結合させ、

その熱、及び光による

影響を検討した。この

分子は低温ではシクロ

デキストリン環に結合

した桂皮酸部分がシク

ロデキストリンに取り

込まれるが、室温付近

では主にアゾベンゼン部分が取り込まれ、さらに高温ではポリマー鎖はシクロデキストリ

ン環から離れることがわかった。この分子に光照射すると、アゾベンゼン部分がトランス

体からシス体に異性化するが、シス体の場合は桂皮酸部分より強く取り込まれ、分子内で

大環状構造を形成することを見いだした。 
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抗体を用いた不斉触媒や高感度センサーの開発 

 
遷移金属錯体に対するモノクローナル抗体を作製した。このモノクローナル抗体に金属錯

体を取り込ませ，アミノ酸前駆体の水素付加反応を行った結果，特異的に L-アミノ酸が得

られた。本抗体－金属錯体は基質選択性と立体特異性を有する優れた不斉触媒であること

がわかった。またポルフィリンに対するモノクローナル抗体を利用することにより，太陽

エネルギーを化学エネルギーである水素に変換するシステムを構築した。さらにトリニト

ロトルエン（TNT）に対して強く結合するモノクローナル抗体を用いて、TNT を極めて特異

的かつ高感度で検出することに成功した。 
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